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ここは、街の雰囲気を
　　感じられる場所

賢治さんの好きな本
『THE COFFEE BOOK
 基礎知識から生産国情報、
 焙煎、レシピ、バリスタテ
 クニックまで』
アネット・モルドヴァ/著
丸山健太郎 /監修　　
江原健 /訳　誠文堂新光社
請求記号 596.7/ﾓﾙ/

わたしと、図書館
あなたにとって豊田市中央図書館は
どんな場所ですか？利用者さんに、図書館の
お気に入りスポットで話を聞きました

vol.34

　
昨
年
豊
田
市
に
移
住
し
て
、
市
内
に
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー

プ
ン
し
た
出
倉
さ
ん
家
族
。
賢
治
さ
ん
が
会
社
員
だ
っ
た
頃
は
転

勤
が
多
く
、
全
国
各
地
の
図
書
館
を
訪
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

「
新
し
い
土
地
で
、
ま
ず
確
認
す
る
の
は
『
図
書
館
は
ど
こ
に

あ
る
？
』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
図
書
館
っ
て
そ
の
街
の
雰

囲
気
や
特
徴
が
出
る
の
で
、
地
域
ご
と
に
違
い
が
あ
っ
て
お

も
し
ろ
い
ん
で
す
。
豊
田
に
来
た
と
き
も
、
す
ぐ
に
中
央
図

書
館
に
き
て
本
を
借
り
て
、
参
合
館
の
１
階
で
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
。
街
の
真
ん
中
に
あ
る
の
が
使
い
や
す
い
で
す
ね
。

図
書
館
で
は
建
物
の
内
装
や
包
装
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
本
を
よ
く
借
り
て
い
ま
す
。
本
屋
に
は
置
い
て
い
な
い
古
い

本
や
高
価
な
本
を
無
料
で
読
め
る
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
」

　
お
店
の
焼
き
菓
子
を
担
当
す
る
恵
利
奈
さ
ん
は
、
豊
田
に
来
て

か
ら
は
お
菓
子
の
本
ば
か
リ
借
り
て
い
る
そ
う
だ
。

「
図
書
館
は
『
何
か
気
に
な
っ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
調
べ
に
行
っ
て

み
よ
う
』
と
い
う
場
所
で
す
ね
」

　
お
店
の
「
裏
ボ
ス
」
と
も
い
わ
れ
る
娘
の
悠
奈
さ
ん
は
、
自

己
啓
発
本
を
読
む
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
。

「
本
に
は
誰
か
の
経
験
が
書
い
て
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
新
た

な
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館
は
、
そ
の

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
場
所
で
す
」

　
最
後
に
、
読
書
と
コ
ー
ヒ
ー
の
相
性
に
つ
い
て
、

賢
治
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

「
相
性
は
い
い
で
す
よ
ね
。
香
り
を
か
い
で
、
味
わ
っ

て
、
そ
の
後
の
余
韻
も
楽
し
む
の
が
コ
ー
ヒ
ー
だ
と
思

い
ま
す
。
本
も
、
た
だ
読
ん
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
。
そ

こ
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
り
、
行
動
を
起
こ
し
た

り
す
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
似
て
る
な
っ
て
気
が
し
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
本
を
読
む
っ
て
最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

　　　　出倉悠奈さん(中)

出倉恵利奈さん(左)、出倉賢治さん(右)
でぐらけんじ

撮
影
場
所
　
4
階
料
理
の
棚
　
写
真
　
鷹
巣
由
佳

新
し
い
土
地
で
、
ま
ず
確
認
す
る
の
は

図
書
館
の
場
所

10

でぐらゆうな

でぐら　 えりな

恵利奈さんの好きな本
『パウンドケーキ無限レシピ』
加藤里名 /著
主婦と生活社
請求記号 596.65/ｶﾄ/

コーヒー専門店「DEAI COFFEE」を家族で営む
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  　　梅本 まどか氏   （コ・ドライバー )

　　  どなたでも　　　　 先着 �� 人
　　　    �� 月 � 日（土）午前 �� 時から
中央図書館各階総合案内・電話・HP で受付

梅本まどか 選手から学ぼう！

ラリー講座2024 豊田を拠点とする
ラリージャパンも
今年で �年目。
　　WRC( 世界ラリー選手権 )が
　　　愛知・岐阜で行われる今！
　　　観たことがない方にも
　　　わかりやすいラリーの魅力や
　　　裏話をお話しします。
　　　ぜひ遊びに来てください。

梅本選手からの
メッセージ

 講師

 対象  定員

 申込み

図書
館

NEW
S図書
館

NEW
S

わたしの好きな本
図書館スタッフの 図書館での調査事例を公開開始！図書館での調査事例を公開開始！

　詩の本を手に取るとワクワクしませんか？こ
の本はそんなワクワクの正体を一瞬にして明
らかにしてくれます！一篇一篇の詩の魅力をそ
れらへの溢れんばかりの愛と共に伝える名
著。かつてポーランド人の友に「この本を世界
中の言語に翻訳する価値はあるか？」と問わ
れ「ある！」と即答。その当時長く暮らしていた
チェコの地で、わたしが日本語の感性を保ち
得たのは、出国時に携えていったこの本のお
かげだと今でも思っています。

詩の魅力を解き明かす、茨木のりこの名著

『小さなピスケのはじめての旅』

茨木のり子 /著　岩波書店
請求記号 J911.5/ｲﾊ/

スタッフ
由利
好きなことは
コーヒーとパンの店めぐり

スタッフ
由利
好きなことは
コーヒーとパンの店めぐり

レファレンス協同ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへレファレンス協同ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへ

『詩のこころを読む』

　レファレンス協同データベース（レファ協）は、全国の
図書館などが行った、調査の記録や調べ方を公開してい
るデータベースです。それぞれの地域のことや、ちょっと
した雑学など、調べものに便利なだけでなく、読むだけ
でも「そうなんだ！」と思う楽しい事例がたくさん公開され
ています。豊田市中央図書館でも、9月末から事例の公
開を始めました。ぜひご覧ください！

自動車資料展示コーナーサポーターと担当スタッフが選ぶ

ラリーをもっと楽しめるおすすめ本 4選

サンク　請求記号 C53.1//36

『RALLY CARS Vol.36』

50年におよぶWRCで記憶に残
る名車のシリーズ本。ラリーカー
のドリフトで走る姿、誕生秘話、
戦績を見ていると、古き良き時
代にタイムスリップし、ワクワク
します。ラリージャパンの前に読
むことをお薦めします。

二玄社　請求記号 C41//1

『自動車アーカイヴ Vol.1』

1960年代に発売された日本車が分
かります。後に発売される車の初代
モデルだったり、別車種として追加
される車だったりするなど、日本車
発展の基礎となる車が掲載されてい
ます。また、同時期に発売されたア
メリカ車との違いも分かります。

　

こ
れ
は
日
産
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
2
4
0
z
と
い
う
、
サ
フ
ァ

リ
・
ラ
リ
ー
を
走
っ
た
車
で
す
（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
写
真
手
元

参
照
）。高
校
生
の
と
き
に
、
お
も
ち
ゃ
屋
で
こ
の
車
の
プ

ラ
モ
デ
ル
を
見
つ
け
た
の
が
、
ラ
リ
ー
好
き
に
な
っ
た
き
っ

か
け
で
し
た
。こ
の
車
は
乗
用
車
と
全
く
違
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
補
助
ラ
イ
ト
が
つ
い
て
い
た
り
、
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
た
り
し
て
、す
ご
く
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。そ
の
後

会
社
員
時
代
の
ラ
リ
ー
初
観
戦
や
2
0
0
4
年
に
北
海

道
で
開
催
さ
れ
た
W
R
C
で
、
山
の
中
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で

走
る
ラ
リ
ー
カ
ー
や
世
界
の
走
り
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
さ
ら
に
虜
に
な
り
ま
し
た
。サ
ー
キ
ッ
ト
を
走
る
レ
ー

ス
カ
ー
よ
り
、
自
然
の
中
を
走
る
ラ
リ
ー
カ
ー
に
、
ず
っ
と

憧
れ
と
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
リ
ー
カ
ー
は
、当
然
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
も
走
り
ま
す

が
、広
い
道
、狭
い
道
、雪
の
中
や
グ
ラ
ベ
ル
と
い
わ
れ
る
泥

の
道
な
ど
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
を
走
り
ま
す
。雪

の
中
を
走
る
な
ら
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
、
夜
走
る
と
き
は
補

助
ラ
イ
ト
、
道
に
合
わ
せ
て
タ
イ
ヤ
や
車
の
仕
様
を
変
え

て
い
き
ま
す
。か
つ
て
の
サ
フ
ァ
リ
・
ラ
リ
ー
は
何
日
も
か

け
て
五
千
キ
ロ
も
の
距
離
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。ア
フ
リ
カ

の
大
草
原
の
中
、
道
な
き
道
を
進
む
ラ
リ
ー
カ
ー
は
と
て

も
魅
力
的
で
す
。

　

ま
た
、
ラ
リ
ー
に
は
チ
ー
ム
プ
レ
イ
の
魅
力
も
あ
り
ま

す
ね
。ド
ラ
イ
バ
ー
と
一
緒
に
乗
車
す
る
コ
・
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
コ
ー
ス
の
情
報
を
記
し
た
ペ
ー
ス
ノ
ー
ト
を
元
に
、
ス

ピ
ー
ド
や
ブ
レ
ー
キ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
指
示
し
ま
す
。限
界
を
攻
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
コ
・

ド
ラ
イ
バ
ー
の
能
力
も
と
て
も
重
要
で
す
。

自
然
の
中
を
疾
走
す
る

ラ
リ
ー
カ
ー
の
魅
力

自
然
の
中
を
疾
走
す
る

ラ
リ
ー
カ
ー
の
魅
力

　

ラ
リ
ー
観
戦
に
行
く
と
き
に
、
僕
が
最
初
に
確
認
す
る

の
は
、
ア
イ
テ
ナ
リ
ー
と
い
わ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
で

す
。ラ
リ
ー
が
何
時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、い
つ
、ど
こ
を
車
が

通
過
す
る
の
か
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
見
な
が
ら
、

ど
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
の
か
を
決
め
ま
す
。リ
エ
ゾ
ン

（
競
技
コ
ー
ス
と
競
技
コ
ー
ス
の
間
の
一
般
の
道
路
を
移

動
す
る
区
間
）で
、
ラ
リ
ー
カ
ー
が
ど
こ
を
通
る
の
か
を
予

測
し
な
が
ら
、
先
回
り
し
て
待
機
す
る
場
所
を
考
え
る
楽

し
み
も
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
作
戦
を
練
る
の
に
、
ア
イ

テ
ナ
リ
ー
は
と
て
も
大
事
で
す
。

　

応
援
時
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
観
客
も

い
ま
す
ね
。ド
ラ
イ
バ
ー
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
て
い
て
、
声

を
掛
け
て
も
な
か
な
か
聞
こ
え
な
い
の
で
、
ボ
ー
ド
に
書

い
て
見
せ
る
の
は
有
効
で
す
。ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
い
い
の

で
す
が
、
派
手
な
ボ
ー
ド
に「
応
援
し
て
ま
す
」と
書
い
て

見
せ
る
と
、
反
応
し
て
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。恥

ず
か
し
く
て
僕
は
や
ら
な
い
ん
で
す
が(

笑)

　

そ
れ
と
、
僕
は
ス
ト
ッ

プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
持
参
し
ま

す
。ラ
リ
ー
は
一
斉
に
並

ん
で
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で

は
な
く
、
必
ず
何
分
か
毎

に
一
定
の
間
隔
を
あ
け
て

ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
誰

が
速
い
の
か
、
見
た
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す

よ
。だ
か
ら
、
前
の
車
が

通
過
し
た
ら
時
計
を
み
て
、
次
の
車
が
同
じ
間
隔
で
来
な

け
れ
ば
、
そ
の
車
は
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の

よ
う
に
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
や
時
計
を
使
っ
て
、
ど
の
車
が

早
い
の
か
を
把
握
し
ま
す
。

　

ラ
リ
ー
は
待
ち
時
間
が
長
い
の
も
特
徴
で
す
。朝
8
時

に
車
が
通
っ
た
ら
、
次
に
来
る
の
が
６
時
間
後
だ
っ
た
り

す
る
の
で
、
そ
の
間
に
暇
つ
ぶ
し
が
で
き
る
も
の
や
椅
子

も
必
需
品
で
す
。僕
は
本
を
読
み
ま
す
が
、
ス
マ
ホ
で
ラ

リ
ー
の
途
中
経
過
を
み
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
ね
。   

　

雨
が
い
つ
降
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
防
水
靴
や
レ
イ
ン

コ
ー
ト
も
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。11
月
末
は
寒
い
の

で
、
暖
か
い
恰
好
を
す
る
の
も
大
事
で
す
。あ
と
は
、
お
や

つ
で
す
ね
。売
店
が
あ
っ
て
も
、
混
雑
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、持
参
す
る
と
い
い
で
す
。

木村茂之さん

辻良一さん

小谷邦彦さん

Brian Laban/ 著　Virgin Books
請求記号 C52.1/LA/

『LE MANS 24 HOURS
 the complete story of the world’s most famous motor race 』

ル・マン24時間レースの豊富な写真が掲
載されていて、英語が読めなくても、年代
ごとの写真を見るだけでル・マンに行った
ような感覚に浸れます。1985年に中嶋悟組
が12位で完走したトムス85Cも懐かしい。
序章はル・マンで活躍したデレック・ベル
が記述しています。

　

勝
田
選
手
が
ま
だ
育
成

ド
ラ
イ
バ
ー
と
呼
ば
れ
て
い

た
時
代
に
、
中
央
図
書
館

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

2
0
2
2
年
の
ラ
リ
ー
ジ
ャ

パ
ン
後
に
も
再
び
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
で
ぜ
ひ

完
走
し
て
、
日
本
で
初
優

勝
を
挙
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
ま
た
中
央
図
書

館
で
講
演
し
て
も
ら
い
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

自動車資料展示コ
ーナーサポーター

に聞く

自動車資料展示コーナーサポーター歴 6年。
元自動車会社勤務のエンジニア。

 　今年も 11 月にラリーの世界大会が豊田市を中心に開催されます。公道

をトップスピードで疾走するラリー。今回の特集では、中央図書館の自動

車資料展示コーナーサポーターの１人であり、ラリーの大ファンだという

木村茂之さんに、ラリーの楽しみ方についてお話をうかがいました。

ア
イ
テ
ナ
リ
ー
を
見
て

観
戦
の
作
戦
を
練
ろ
う
！

ア
イ
テ
ナ
リ
ー
を
見
て

観
戦
の
作
戦
を
練
ろ
う
！

木村さんに聞いた

知っていると楽しい

 ラリー用語

23

ドリフト走行
補助ライト

ゼロカー

車を横に滑らせるように
曲がる運転テクニックの
ひとつ。曲がりくねった
道で車を速く走行させる
ことができる。ラリーの
醍醐味。

夜間走行時、通常のライト
に追加される補助灯。昼間
は外しているが、夕方か夜
に走るときは、かっこいい
ライトに注目。

ラリーカーが走り始める
前に、コースの安全性を
確認するために試走する
車。プロのドライバーが
ラリーカーとほぼ同じス
ピードで走る。ゼロカー
が通るとそろそろ始まる
ぞとワクワクします。

木村さんに聞いた

注目選手は？

勝田貴元選手

ラリーの魅力と楽
しみ方

ラリーの魅力と楽
しみ方

1

愛知県出身のラリー・ドライバー。
11歳でカートデビューし、2015 年
からラリーに専念する。TOYOTA 
GAZOO Racing のドライバーとし
て WRC に参戦している。2022 年
のラリージャパンでは、3位入賞を
果たす。海外での愛称は「Taka」。

ヨッヘン・シュトゥーアマン /作・絵
酒寄進一 /訳
フレーベル館　請求記号 E/ｼﾕ/

『せかいいっしゅう ビッグラリー 』

ウサギやワニ、セイウチやシロサイ。
10組の動物たちが地球をぐるりと
一周するビッグラリーに挑戦しま
す。険しい山道、ごみごみした街
の中、大きな砂漠など、過酷な道
中に悪戦苦闘。果たしてゴールで
きるでしょうか？楽しいラリー絵本。

かつた　  たかもと

木村茂之さん

　ぜひコースで
エンジン音を聞いてください
　ラリーの虜になりますよ

スタッフ  水足

©Rally Japan

©Rally Japan

©WRC Promoter GmbH

©Rally Japan

レファレンス協同データベースイメージキャラクター　れはっち 
国立国会図書館ウェブサイトより



休館日

10 月の図書館カレンダー

よもよも 〒471-0025  豊田市西町 1-200 豊田参合館内　TEL 0565-32-0717 　
休館日 月曜日（祝日、夏休み期間は開館）、年末年始（12月 28日～1月 4日）
特別整理休館日（12月 3日～12月 6日）　開館時間 午前 10時～午後 8時

豊田市中央図書館は、指定管理者株式会社図書館流通センター・ホーメックス株式会社共同企業体が管理・運営を行っています。

中央図書館HP
図書の検索・予約
利用案内はこちら 

10 月の展示

豊田市中央図書館だより vol.49

2024 年 10月１日発行

※展示期間の詳細は図書館までお問い合わせください。

PICK UP　イベント情報

アイラブしっぽ家族

よもよも× Outdoor Activity

始めてみよう♪英文多読

「しないでおく、こと。
－芸術と生のアナキズム」展
関連資料展示（豊田市美術館連携）

介護の仕事
（豊田市介護保険課連携）

3階

たべものワールド

「人生100年時代」に向けて
～自分の幸せを見つけるために～
（関内イノベーションイニシアティブ
株式会社・豊田市市民活躍支援課連携）

【映画】 八犬伝
（イオンシネマ豊田 KiTARA連携）

考えよう！お金の大切さ

【児童】
ボローニャ国際絵本原画展

4階

コマ劇場よみ
りん・かたるん

４
の

点訳ボランティア養成講座

点訳ボランティア養成講座

点訳ボランティア養成講座 /読書指導者研修会

5階

休館日

16
17
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19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

休館日

１
２
３
４
５
６
７
８
9
10
11
12
13
14
15

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

点訳ボランティア養成講座 /バックヤードツアー
【講座】キッズ・マネー・スクールおみせやさんごっこ

読み聞かせボランティア基礎講座

読み聞かせボランティア基礎講座

ポップアップカード講座

第 9回とよた手作り絵本展（～11/3 まで）

バックヤードツアー閉架書庫編
バックヤードツアー閉架書庫編

始めてみよう英文多読オンライン講座

本で巡ろう！豊田のまち　
保見・猿投・石野地区編

【ティーンズ】 読書してみりん

【自動車】
Get ｒeady for RALLY JAPAN 2024

BOOK DIARYめざせ 20冊 !! 読書チャレンジ（～ 11/30 まで）

Event
3

内容

赤ちゃんのための絵本講座 シニアセミナー　柳亭市若落語会

と　き　①11月6日（水）　②11月7日（木）

　　　　　いずれも午前10時30分～11時30分

場　所　中央図書館6階多目的ホール　定　員　各10組　※抽選

対　象　①0歳児と保護者　②1歳児と保護者　　　　

申込み　10月23日（水）までに、HPまたははがきにて受付

　　　　　※当選者のみ10月30日（水）までに連絡

６０歳以上の方を対象とした、 落語家柳亭市若氏

（一般社団法人落語協会所属） による落語会です

Event
4

内容

と　き　11月10日（日）　午後1時30分～2時30分

場　所　中央図書館6階多目的ホール

対　象　60歳以上

定　員　60人　※抽選　　

申込み　10月15日（火）までに、中央図書館4階総合案内・電話・

　　　　　HPにて受付　※当選者のみ10月31日（木）までに連絡

絵本の読み方や選び方を学ぶ講座です

赤ちゃんとふれあいながら楽しめます

内容

Event
1

キッズ ・ マネー ・ スクール認定講師が

お金の役割や大切さを解説する親子向け講座です

と　き　10月19日（土）　午後1時30分～3時

場　所　中央図書館6階多目的ホール

対　象　4～10歳の幼児・児童と保護者

定　員　15組　※先着　　　

申込み　10月5日（土）午前10時から、中央図書館各階総合案内・

　　　　　電話・HPにて受付

　　　　　

親子で学ぶキッズ・マネー・スクール

おみせやさんごっこ
第9回　とよた手作り絵本展

Event
2

内容
皆様から応募があった手作りの絵本作品を展示します

気に入った作品には投票ができます

と　き　①10月23日（水）～11月3日（日）

　　　　　午前10時～午後5時　※最終日は正午まで

　　　　　表彰式　11月3日（日）午後1時より

場　所　中央図書館6階多目的ホール

申込み　不要

りゅうていいちわか


